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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・11 月 3 日創立記念写真撮影について

日 時 ： 11 月 3日（ 火）

時 間 ： 1回目 集合 9時 15 分　撮影 9時 25 分

2回目 集合 10 時　　 撮影 10 時 10 分 
場 所 ： 南山苑前（小雨決行）
対象者 ： 職員全（パート・非常勤を除く）※ 私語厳禁

・10月16日　大規模災害訓練実施
※詳細は随時お知らせしていきます。
・暖房使用について
20℃下回る状態ならエアコンの使用可能(24～25℃設定)
床暖房は10月16日より使用
＜院内研修＞
令和2年度　第6回院内研修を下記の日程で実施します。
　日　時：10月20日（火）・21日（水）17:15～18:15
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣
　講　師：感染対策管理委員会　　委員長　成田　春佳Ns
　
　

＜書類等の作成及び点検について＞
・10月分の医師評価が必要な疾患別診療計画書は9/25（金）までに鳥谷部に提出の事。

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア

・田向　玲美様　～昨日デイケア終了後に本人様より架電有り。以前特定利用者様（馬場勝美様）より過去に嘱託で殺人を行った経緯を聞いたと話し、殺人者と同じ曜日に通うのが怖い、いろんな人に相談したが利用曜日を変えた方が良いと言われた等の発言が聞かれている。スタッフより特定利用者様（馬場勝美様）は現在症状が落ち着いており、危険な行為をすることは無いと説明し、不安があるなら距離を取って行動するように提案をするが、聞き入れの悪い状態が続いている。利用日変更は可能であるが、主治医に相談するように促すと、了承され、臨時で利用日変更する際は連絡を頂く事とし終話している。
デイナイトケア
・稲垣　ふき様　～青風荘より情報提供あり。昨日は左膝痛のため欠席している。日中は自室内で安静にしており、夕食は階段を使用してホールに降りてきて床に座って食事を摂り、足洗いはスタッフの介助なしに一人で行っており、しばらくホールで過ごしている。本日3:30に膝の痛みを訴え湿布を貼ったとのこと。本日のデイナイトケアでは、杖を使用して来所する。以前グループホームに入居していた利用者にグループホームでの生活について話を聞いているが、相手より「青風荘にいた方がいいよ」と言われると頷いて聞いている。運動療法では、ウォーキングは椅子に座って見学しているが、ラジオ体操はできる範囲で動かしてみるように声を掛けているが全く動かさず、レクダンスでは2曲ほど上肢を動かしている。

ショートケア
特記する利用者様はおりません。
カンファレンスシート（夏堀　麗紗様）

実施日：2020年10月日（火）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	夏堀　麗紗様
	性別
	女
	年齢
	20
	生年月日
	平成11年8月9日

	主病名
	適応障害、うつ病
	合併症
	鉄欠乏性貧血

	治療方針（医師の指示）
	一般就労を目指す

	本人希望
	他者と上手にコミュニケーションが取れるようになりたい。

一般就労を目指したい。

	入院歴
	計1回（最終：青南病院）

	通所歴
	なし

	その他サービス利用
	訪問看護五福　毎週　木曜日

	住居：自宅で一人暮らし
	家族構成　
母とは幼少期に離婚。
父は仙台市へ単身赴任中。

父方の祖母は施設入所中。
父の妹は関わりを拒否している。

	利用制度
	精神保健福祉手帳　2級
	他　自立支援

　　特定相談員「サポートセンター虹」
　　就労継続支援B型事業所「三本の木」
　　（火・水・金・土）

	備考：事例検討に必要な情報を記載

八戸市にて出生。出生時に両親は結婚しておらず、妊娠していたことも母から父へ伝えていなかった。本人1歳前に本人の存在を母が父へ伝え、その後は南部町にて生活していたが、本人4～5歳時に両親が離婚。地元小学校・中学校へ入学。成績などは問題なかった様子。小さい頃から父より暴言、暴力を受けており、本人が万引きをした際には、身体を投げつけられ頭部外傷あり、その後救急センターを受診。虐待の事実を伏せるように父から言われ、万引きをしたのは自分自身が悪いため父からの虐待については相談しなかった。中学生時に父が突然行方不明となり、同居していた祖母（父方）が捜索願いを出すこともあった。また、本人中学生時に東日本大震災により父は仙台へ単身赴任となり、その後は祖母と2人暮らしとなる。

H30.11.25頃より夜間の動悸や、自分が何も来ないような微小感を強く感じて不安が

増大。上記に伴い、大声をあげることや物を壊す、さらに自身の顔を叩くなどの自傷

行為が出現。職場でも眩暈や足の痺れを訴え職務を行うことが出来ず、同月30日

当院を受診し、同日より休職手続きを行っていた。学生時代リストカットすることが

あり最近は落ち着いていたが、希死念慮が再燃し、台所の包丁を気にする等の言動から、地区の民生委員や近隣住民が本人を一人にしないよう支援をしていた。

H30.12.1当院１回目の任意入院。入院後、夜になるとパニックを起こし、以前の様に自傷することや「死にたい」という願望が強くなる。自分が何も出来ない等微小感を強く感じている。原因として幼少期より父親に「お前は駄目だ」というような罵倒を受けてきたことで自信が持てない、などと話している。自分の気持ちを正直に相手に伝えられない、「こう言われたらどうしよう」などと考えるとうまく話ができないという。スマートフォンに依存傾向にあり、SNSの友人との会話内容・病棟内の患者様との人間関係について拒否的な言動や父親からの罵倒を受けてきたことから情緒不安定になることが多かった。入院により休養や薬物調整を行い、徐々に落ち着ついてきている。数回の外出・外泊訓練・デイケア（青陽館）体験利用を実施。
始めは話しかけられると緊張していたが、徐々にではあるが環境に慣れている。6/10より正式利用開始となる。今後は就労継続支援B型事業所「三本の木」就労中。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状安定し、就労が継続できる。
	①自身の症状・病状を知り、対処が出来る。
	1 服薬を継続　

する。

②自身の症状・病状をスタッフへ相談、自己対処が出来る。
	スタッフは症状、病状をよく聞き、服薬状況を確認し、不調の要因は何か仕事をした際にどのように対処したら良いか話し合う。自己対処できている事は評価する。

	
	②他利用者様との関わりからコミュニケーション能力を高める。
	②他利用者との関わりで困った際は相談、自己対処が出来る。
	スタッフは交流状況を確認し、どのように対処すべきか話し合い就労先でも生かせるように助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①-①服薬を継続する。

①-②自身の症状・病状をスタッフへ相談、自己対処が出来る。
	・服薬を忘れると、情緒不安定になりイライラすると話しており、以後は忘れずに服用している。

・父様からの電話の頻度は減っている。叔母の発言がストレスとなり、パニックを生じる事があり距離を置きたいと伝えた際に、「今後の関わりは持たない。」と言われ、本人宅へ来訪する事はない。最近では近隣住民の方と交流は見られない。
・今年3月から気分の落ち込みがあり就労先を時折休むことがあった。6月にサービス担当者会議実施後はほとんど休まずに就労出来ている。さ事業所「三本の木」の就労は水から開始し、火・水・金・土の4日間に増えている。
	服薬する事で症状は安定することを引き続き伝える。

サービス担当者会議で現在の就労を休まずに続け、体調面、精神面を鍛えていく事となる。

	②他利用者との関わりで困った際は相談、自己対処が出来る。
	特定男性利用者様（中村　与一郎様）が自身の父

と重なり、嫌悪感や「気持ち悪い」と感じると言う。

プライベートでは距離を置いているが、デイケアで

の距離間が近いことが気にかかると話しているが、

話しかけられると素っ気無いが返答はしている。

同世代の利用者様との関係が上手くいかず、悩む事があり、続けてデイケア欠席している。
	引き続き他利用者との交流状況を確認し、都度振り返りをしていく。



